


 

結果 

 各班員により,それぞれの項目を決めて集計を示した。正常値については,報告書に付し

た。 

 今回の調査で得た問題をまとめる以下の如くである。 

 (1)調査にあたり情報を多く得る目的で調査項目を多くしたことが回収率にひびいたと

思われるが,しかし一方ではかなり正確な様子を把握出来たと思われる。 

 (2)Ellsworth-Howard の標準化,特に新生児,乳児で判定基準に問題があり,今後さらに

検討を重ねるべきという結論であった。 

 (3)集計した症例のなかには,一部診断そのものに問題のあるものもあり,診断基準の設

定が望まれた。 

 (4)VD 欠乏症に地域差のあることが判った。未熟児も含め VD 必要量の検討が要る。 

 (5)治療のなかでも特にステロイド性骨粗鬆症について,より詳細な検討が今後必要と思

われた。 


